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1　は　じ　め　に

ふくひびき（旧系統名二奥羽331号）は趨多収品種の育

成を目標として，1982年に草姿がよく，やや大粒で登熱性

が優れているコチヒビキを母とし，極憩搾，良型，大穂で

村数が多いが，小粒で豊熟性のやや劣る多収系統82YS一一

31（後の奥羽331号）を父として交雑を行い，その後代か

ら育成した品種である。本組合せのねらいは奥羽316号の

登熱性を向上させ，一層の多収化を図ることにあった。

1988年F，世代で奥羽331号の系統名を付け，地方適応性を

検討するとともに．栽培特性，加工・利用適性を検討して

きたもので，1993年（F．2）にふくひびき（水稲農林320号）

と命名され，福島県で奨励品種に採用された。

2　形態的特性

ふくひびさは豊熟期に止藁が立ち革姿は良好で，熟色も

よい。秤長はアキヒカリ並かそれよりやや短い短梓で，穂

長はアキヒカリよりやや長く，トヨニシ手並である。穂数

はアキヒカリより少ない穂重型である（表1）。梓はトヨ

ニシキよりやや太く，アキヒカリ並のやや太で，梓質はア

キヒカリ，トヨニシキ並のやや剛である。杜若は密で，極

短い己が極少程度に生じ．ふ先色は黄白，脱拉性は難であ

る。

3　生態的特性

出穂期．成熟期ともアキヒカリとトヨニシ牛の中間で，

育成地ではキヨニシ手並の中生に属する梗種である。耐倒

伏性はアキヒカリ並か，やや強い強である。籾数が比較的

多い割に，豊熟性がよく，千位重もやや大きいため収量性

はごく高く（図1），アキヒカリより数％～10％，あきた

こまちより20％程度多収である。

いもち病真性抵抗性遺伝子型はPg一札j里一白と推定さ

れ，柔いもち圃場抵抗性は同じPェーむ遺伝子をもつハマ

アサヒより明らかに強く，キヨニシキ並のやや強である。

穂いもち圃場抵抗性もハマアサヒ，ササニシキより強く，

キヨニシキ並かやや強い中である。自棄枯病抵抗性は金南

風群に属し，圃場抵抗性はトヨニシ手並のやや弱である。

縞糞枯病には確病性であり，カラバェ耐虫性はアキヒカリ，
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比較品種の玄米垂（也／a）

図1配布先におけるふくひびきの収量

表1　主要特性一覧

ふ
く
ひ
び
き
．
の
玄
米
垂
（
k
g
／
a
）

品　　　 種
ふ　 く ア　 キ ト　 ヨ あきた

ひびき ヒカリ ニシキ こまち

熟　　　　　　 期 中生の中 早生の早 中生の晩 早生の晩

草　　　　　　 型 穂重 偏穂垂 中間 偏棟数

出　 穂　 期 （月日） 8．9 8．6 8．11 8．8

梓　　　 良 （cm ） 75 78 88 83

穂　 致 （本／d ） 373 390 408 435

耐　 倒　 伏　 性 強 やや強 やや強 やや弱

耐　　 冷　　 性 やや弱 やや弱 やや弱 やや強

いもち病遺伝子型 P 卜α，占 P ト α P l－α Pr d，上

柔　 い　 も　 ち やや強 やや強 強 中

稔　 い　 も　 ち 中 やや強 強 やや弱

玄　 米　 重 （kg／a） 70．3 64．8 62．5 57．8

標　 準　 比 （％） 108 （100） 96 89

玄米千粒重 （g ） 23．2 21．9 21．6 21．3

玄　 米　 品　 質 中中 中中 上中 上中

食　　　　　　 味 中上 中中 中中 上中
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トヨニシ牛よりやや強く，中である。耐冷性はアキヒカリ，

トヨニシ辛と同程度のやや弱で∴穂発芽性はやや易である。

4　品質・食味・加工特性

玄米粒の長さ，幅はアキヒカリ，トヨニシキと同程度で，

粒形は中であるが，拉厚がやや厚く，粒大及び拉重はこれ

らの品種よりやや大きく中及びやや大である。品質は粒揃

いがよく，腹白の発生も比較的少ないが，乳白，心白がや

や目立ち，色沢はやや濃く，光沢が劣るため，外観品質は

アキヒカリ並の中である。アキヒカリやトヨニシ手に比べ

胚芽が脱落しやすく．抱精時間は同じかやや短く，抱精歩

留りも同程度かやや高い。

食味はアキヒカリ．トヨニシキと同程度かやや優りキヨ

ニシ牛や日本晴に近い。アミロース含量はやや高く，蛋白

質含量はやや低い傾向にある。

酒造用掛米としての適性をみると（表2）．白米の吸水

性∴蒸米吸水率等は日本晴に比べやや高いが．白米の粗蛋

白質（低い方がよい）は低く，蒸米の消化性としての直轄

（高い方がよい）はやや高く，ホルモール窒素（低いほう

がよい）は低い傾向にあるなど，酒造原料として好ましい

特性をもっている。製成酒の成分，諸特性も日本晴と遜色

なく，ふくひびさは酒造用掛米としての適性を備えている。

米菓加工適性（表3）については，ふくひびさを原料と

した浮かせタイプ米菓．堅焼タイプ米菓とも浮き，伸び，

風味は良好であり，浮かせタイプ米菓はとくに優れている。

堅焼タイプ米菓も歯ごなれ，ロ溶けもよく優れており，米

菓加工適性は高い。

5　栽培上の留意点

本品種は酒造用掛米，米菓加工用など他用途向けの多収

品種として東北中南部等に適するが，耐冷性がやや弱いの

で冷害の発生しやすい地帯での栽培は避ける。いもち病抵

抗性遺伝子P卜占をもち通常のレースには侵されないが，

表2　酒造適性（菊正宗酒造）

項　　　　　 目
云 び 呈　 日本 晴

原

精 米 歩 合　　　　　　 （％ ） 74．8　　　 75．0

白米 吸 水性　 1…3 芸 26．1 24．0

31．5　 29．8

料

米

蒸 米 吸 水率　　　　　 （％ ） 35．1　　　 34．0

荒 荒 性 ［ 萎 棄 ： ＿ルN ‡慧 ； 8．1 8．0

9．0　 8．4

1．9　 2．2
粗 蛋 白質　　　　 （％ d rv ） 5．2　　　　 6．1

製
ア ル コー ル　　　　　　 （％ ） 19．2　　　 19．4
日本 酒 度 ＋ 1．5　　 ＋　 3．5

成
酸 度　　　　　　　　 （mg） 2．3　　　　 2．1
ア ミノ酸度　　　　　 （mg） 1．2　　　 1．3

酒 エ キ ス分 ． 5．89　　　 5．62
直 轄　　　　　　　　 （％ ） 1．95　　　 1．77

ア ル コー ル収 得 量 （β／ t） 337　　　　 350
き　　 き　　 酒　　 評　　 価 2．5　　　　 2．2

ふくひびさの酒は麹米．掛米ともふくひびきを使用。
日本晴の場合は麹米は五百万石，掛米は日本晴を使用。

きき酒評価は1（良）～5（不良）。

表3　米菓加工適性（亀田製菓）
－浮かせタイプ米菓－

原　 料　 米

主 監 長 径 ×短 径 厚 さ 総 合

（g ） （m ） （m ） 評 価

ふ く　ひ び き 5 ．4 7　　 8 0．4 ×7 8 ．5　　 8 ．6　　 ◎

他　 用　 途　 米 5 ．5 3　　 7 9．2 ×7 7 ．5　　 8 ．0　　 0

キ　 タ　 カ　 オ リ 5 ．5 0　　 7 8．4 ×7 5 ．1　　 7 ．9　　　 △

タ　 カ　 ナ　 リ 5 ．50　　 7 9．2 ×7 5 ．5　　 8 ．5　　 0

総合評価は膨化度合い，外観，食感，風味等から総合的
に評価。

抵抗性の崩壊は予想されるので，発病をみたら一般の品種

と同様の防除が必要である。酒造用掛米を生産する場合は，

米の蛋白含量を高めないために極端な多肥栽培は避けるは

か，実肥の施用を控える。
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